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南の風 

―第８号― 

 朝晩の寒さが日に日に増し、いよいよ今年も残りわずかとなりました。病院内はクリスマスの飾りで賑やかに

なり、楽しいイベントを前に、子どもたちも毎日ワクワクしながら過ごしています。明日で二学期が終わります。

家族の時間を大切にして、楽しい冬休みをお過ごしください。 

 今月は、「病弱教育を考える」として重心部門の取り組みについて、そして小学部の授業の様子をお伝えします。 

◎ともに探求し、相互の関係を発見し、結びつけ、よりよい人生を目指す重心部門 

重心部門では、自立活動を主としながら、他の教科や領域で取り扱う内容を含めて授業を展開してい

ます。今年度 4 月から 12 月までの新たな取り組みの中で主要なものを並べてみます。 

防災訓練・施設合同行事・すみれ部屋の終日プレイルーム活動・修学旅行代替授業・重心文化祭・重心

施設合同リモート授業・居室合同のウクレレコンサート 

年間計画を作り、単元をデザインし、授業を行い、記録を評価し、授業を改善する。その過程におい

て、重心施設の看護師さんや支援課のスタッフの方とも授業に関する話し合いを行います。 

次の言葉は、児童・生徒の資質・能力について育成を目指す事柄について述べたものです。通常の授

業に加えて新たな取り組みを行った児童・生徒はこの資質と能力を伸ばすことができたと思います。 

「何を理解しているか，何ができるか」，「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況に

も対応できる「思考力・判断力・表現力等」）」，「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送る

か」（特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）P4 一部抜粋） 

◎授業における対話と探求そのものが重心部門の児童・生徒の道（キャリア）になるという再発見 

 新たな取り組みの過程では、児童・生徒・教員にとって予想外のことが起こり、解決策が見つからな

いことが出てきます。しかし、道（キャリア）に迷うことで周辺地域をより詳細に知ることができるこ

とを児童・生徒・教員は学びました。教員は、新たな取り組みの中で児童・生徒が授業のねらいを達成

できない結果になったとしても、児童・生徒のうちで、誰が何を理解しているか、何ができるか、誰と

誰がつながりを持っているかを知ることができます。さらに授業・単元を看護師さん・支援課のスタッ

フさんと適宜話し合いを持ち、授業・教材の改善を止めませんでした。 

このような継続した授業改善を通じて児童・生徒は新しい授業や改善された教材に出会い、教材と自

分自身の関係や周囲の人々と自分自身の関係を探求したり、看護師さんや支援課の方との深い結びつき

を発見し、この関係を活用して今まで体験したことのない活動を創り出したりすることができました。 

この取り組みは、授業を通じて自分を取り巻く世界を児童・生徒自身が自らの感覚を通して確認しな

がら、児童・生徒が自分のよりよい人生にとって必要な事柄の繋がりを探査し、見出していく活動でし

た。そしてこの活動の中で行き詰まることは、目先の目的に到達すること以上の成果となりました。 

重心部門における対話・探求・関係性の発見と新たな活動の創造は、児童・生徒の道（キャリア）を

よりよい人生へ向けていくための有効な手段の一つであるということを、今年度の重心部門の児童・生

徒は教員・看護師さん・支援課スタッフの方々とともに学んできたと考えています。  

重心部門 伊澤良太 

病弱教育 を考 え る      
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 横浜南養護学校 ホームページ  https://www.pen-kanagawa.ed.jp/y-minami-sh/ 

学校生活 小学部 ～体育の授業～ 

小学部では、体育の授業でボッチャに取り組みました。ボッチャは、パラリンピックの正式種

目で、二つのチームに分かれてボールを投げ合い、白いジャックボールにどれだけ自分のチーム

の球を近づけることができたかを競う競技です。自分の球をジャックボールの近くに投げるだけ

でなく、相手の球やジャックボールをねらって投げ、ぶつけて動かすことでチームに有利な状況

にするなどいろいろな作戦が考えられ、投げる技術だけでなく、頭脳や作戦が大きく勝負を左右

します。やってみると、子どもたちは、すぐにルールを理解して夢中になり、作戦タイムの時間

が足りないくらいでした。二回目、三回目と回数を重ねていくと、投げ方は上達し、作戦も高度

になっていき、ナイスショットの連発、勝負所でミラクルショットが飛び出す場面も見られまし

た。頭と体をフル活動させて、楽しく充実した学習になりました。 

ボッチャは広い場所でなくても楽しめるので、2 組（病棟クラス）は、プレイルームで行いま

した。始めは個人戦、慣れてきたらペア戦やチーム戦にし、作戦を話し合いながら楽しく取り組

むことができました。 

１月行事予定 

11日（火） 午前日課 

始業式 

12日（水）～通常日課 

17日（月）～28日（金） 

      書初め展（小学部・渡り廊下にて） 

18日（火） 授業参観・授業評価 ※ 

      （小学部・中学部） 

19日（水） 健康教育「薬」（中学部） 

 

※今後の新型コロナウイルスの感染状況に

よっては、中止になることがあります。 
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